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2016年12月吉日

～安心して働き続けられる職場環境へ～

子育てや介護環境に向けたフリータイム制度を導入

週休3日や4日も可能に！

【フリータイム制度の主な概要】
①労働時間帯は『AM6：00　～　PM10：00』　（この時間内であれば、勤務時間は自由に決められる）
②１日の労働時間の長さを決めない。（もちろんお休みも可。0時間～決められます）
③１週間の総労働時間は通常の社員40Ｈ／週、時短勤務社員は25Ｈ／週。（もちろん１週間の業務用量に
応じて、40H／週未満になっても、以上になってもOK！各自の仕事量に応じて決められる）
④出勤日は月曜～土曜日（シフト制）
⑤週末に自らの翌週スケジュールを立てて、上司とすり合わせる。
⑥この取り組みによって上がった成果は、評価し配分を行う。

フリータイム導入後、社員1日のスケジュールを調査してみました。
【スケジュール】　※40代主婦（家族構成４人：夫・子供2人）
＜ＡＭ＞
4：30：起床
4：30～6:30：子供のお弁当や朝食作り、洗濯、片付け、身支度、ペットの世話など
6：30：家を出る
7：15：出社（※導入前：8：30出社）
＜ＰＭ＞
16：30：退社（導入前：17：40退社）
16：30～21:00：買い物、洗濯の片付け、風呂掃除、夕食の準備など
21：00：家族で夕食

21：30：就寝

★上記社員にフリータイム制度についての感想を聞いてみました。
フリータイム制の導入前は8：40～17：40までの就業規則に沿って働いていたので、朝、子供のお弁当を作っ
た後、会社へ行くまでに空白の時間ができてしまう事が度々ありました。また、終業時間も固定化されていた
為、家族での夕食時間が22:00以降になる事もあり、かなり多忙な毎日でした。しかしながらフリータイム制導
入後は勤務時間は『AM6：00～PM10：00』内で個々自由に決められる為、自分のライフスタイルに合わせて
働けています。子供が帰宅する21時前後に夕食の準備を整えてあげられる事がなによりも幸せを実感できて
います。

　株式会社アイケイ(本社:名古屋市中村区 代表取締役社長:長野庄吾)は、今後急速に増えるであろう、介
護時短勤務や、育児時短勤務を取得しやすくすることで、将来への不安を無くし、安心して勤務し続けられる
職場環境を作る為に2016年6月から『フリータイム制』を導入しました。制度導入から月日が経過し、社員の
働き方や意識の持ち方まで少しずつ変化が見られるようになりましたので、社員の1日のスケジュールなどを追
いかけながら成果・課題を含め経過報告を致します。
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【会社概要】

㈱アイケイは化粧品を中心にアパレル、靴、ジュエリー、家庭用品などの雑貨品から食料品まで
幅広いジャンルを取扱いする総合企画メーカーです。販売チャネルは多岐に渡り、通販ルート
から店舗ルート、最近では中国を始めとする海外市場にも展開を強化しています。

■社名　　　　　　　　　株式会社アイケイ

■所在地　　　　　　　〒450-0002　名古屋市中村区名駅3-26-8　ＫＤＸ名古屋駅前ビル5階
　　　　　　　　　　　　　TEL：052-856-3101（代表）　　　FAX：052-856-3120
　　　　　　　　　　　　　ホームページ：http://www.ai-kei.co.jp/

■代表者　　　　　　　代表取締役社長　長野庄吾
■設立　　　　　　　　 1982年5月1日
■資本金　　　　　　　4億174万円
■売上高　　　　　　　139億8百万円（2016年5月期連結）
■従業員　　　　　　　222名（2016年5月期連結）

本件に関するお問い合わせ：管理チーム　江口まで

ＴＥＬ：052-856-3101

ＦＡＸ：052-856-3120

Email:h-eguchi＠ai-kei.co.jp

〒450-0002
名古屋市中村区名駅三丁目26番8号
ＫＤＸ名古屋駅前ビル５Ｆ

携帯：090-2684-0760

【導入後の変化】
①社員側：1週間単位で仕事の予定を考え組み立てるクセができ、前週までに毎日の出社・退社時間を上司とすり合わせ
る事で月次残業時間が約15％も削減されました。
②リーダー側：部下の仕事の実態を深く理解し、指導するようになりました。
③会社側：この制度を導入する事で、社員から長く働き続けられる会社として選ばれる環境を整備できつつあります。
④社会性：子育てや今後急速に増えると予測される、親世代の介護など、個々のライフスタイルの違いに合わせた働き方
が出来る環境を整えられつつあります。

 導入後、見られた大きな変化は①②に見られるような仕事の見える化が進んだことです。「いつやるのか？どれくらいの
時間を掛けてやりきるのか？」が明確になった結果、仕事の隙間がなくなり、仕事への集中力が上がり、業務の効率が上
がるといった、良い連鎖が生まれたと考えられます。成果としてはまだ導入後まもないのでこれからじっくりと検証していか
なければなりませんが、今後に期待が持てる変化であると感じています。

【今後の展望】
現在の取り組みを継続し、フリータイム制度を有効に活用する社員をもっと増やしていく事が重要だと感じております。ま
た、社員のあらゆる環境変化を真摯に受け止め、柔軟に対応する事も大切だと考えています。そうする事が今後、多様な
働き方を必要とする社員の不安の解消、そして制度活用の広がり、業績の向上と好循環に繋がると考えます。


